
　印版手は、型紙や銅版転写などの技法で当時の風俗や流行を取り入れた図柄を
陶磁器に転写するやきものです。大阪歴史博物館では、平成29年（2017）度に、
印版手コレクターとして知られる橋本忠之氏が体系的、網羅的に収集した印版手
作品1,129点の寄贈を受けました。本展では橋本氏の印版手コレクションから選り
すぐった作品を展示します。印版手の多彩な図様が映し出す時代感をお楽しみ
ください。
　あわせて令和3年（2021）度に「瀬戸物町」（現・大阪市西区）の老舗陶器商・
つぼ善商店から寄贈を受けた陶磁器業界紙『陶業時報』を特別公開します。

◎主 　催／大阪歴史博物館
◎会 　期／令和 5年（2023）1月21日（土）から 3月21日（火・祝）まで

※火曜日休館。 ただし、3月21日は開館します。

　都市大阪は陶磁器の一大消費地です。かつては大阪の中心地域である船場の西に西横
堀川という全長約 2.5km の堀割が通されていましたが、この西横堀川に面して陶磁器
を扱う業者が集住して「瀬戸物町」（現在の大阪市西区）を形成していました。西横堀
川は昭和 37 年（1962）に埋め立てられ、以降瀬戸物町の陶器商は減少に転じ、現在で
はその町名も消滅してしまいました。
　『陶業時報』は明治末期から昭和戦中期にかけて、陶器商であるつぼ善商店の店主御
崎善右衛門によって発行された陶磁器業界紙です。陶磁器の消費地である大阪と生産地
との関わり、流通構造、消費地における陶磁器の利用方法等が詳細に記録されており、
その資料性は非常に高いものです。令和 3 年（2021）度に寄贈されたことを契機に、
同紙の保存処理やアーカイブの推進など調査研究を進めています。

『陶業時報』の保存ならびに研究事業の推進にあたっては、2020・2021 年度出光文化福祉財
団（現出光美術館）調査・研究助成および科学研究費助成基盤研究 C「『陶業時報』にみる大阪・
瀬戸物町における陶磁器商の活動に関する研究」の助成を受けています。

初公開！幻の業界新聞『陶業時報』

『陶業時報』創刊号（部分）
明治 39 年（1906） 2 月17 日刊

・橋本忠之『近代のいんばん手 ―その意匠と時代背景―』（2006 年、天空舎）
・橋本忠之『「いんばん手物語」Part１小動物の巻』（2011 年、天空舎）
・愛知県陶磁資料館編『阿蘭陀焼 : 憧れのプリントウェア ―海を渡ったヨーロッパ陶磁―』（2011 年）
・「瑞芝録」（二代芝川又右衛門口述、木崎好尚筆記）
・田中天涯編『大阪瀬戸物町の沿革』（1930 年、泉林藤七）

［おもな参考書籍等］

橋本コレクション受贈記念

橋本コレクション受贈記念

（全体）

いんばん て どうばんてんしゃ

[ 表紙使用画像（上より）] オランダ商館員図大皿・雪だるまに仔犬図小皿・文明開化文字図皿・大黒布袋図大皿（部分）
※表記のない作品は全て大阪歴史博物館所蔵




